

























































































































































































































































































































































夫 婦 就 寝
老 人 就
6　例
寝1 3　例
食事・だんらん1 1例
主人読書割 1例
不 明1 1例
計 26　例
灘灘
図一8　行為と続き間の関係
図一9　仏間の使用頻度
ほほ毎日使用19．1％
一9のようになっており，他の居室と比較して使用頻度は
極めて低い。したがって仏間の存在は家族数に対して余
裕ある床面積の所産であるともいえる。ほぼ毎日使用す
ると回答した26例についてその内容を調べると表一3の通
りである。ここで特筆すべぎことは読経のために毎日使
用すると答えたヶ一スが14例もあることで，このような
居住老にとって仏間は他の日常的機能を果す居間寝室等
と同等あるいはそれ以上の必要不可欠な空間であると思
われる。ただしこの読経の習慣が今後どの程度存続する
かは疑問であろう。一方寝室その他に使用している例
（読経の例は重複していない一排反的事例である）は家
族数に対して部屋数が少ないケースであった。なお毎日
使用するケース以外のケースは全て法事と接客のみに使
用するという回答であった。
5．　ま　と　め
　調査では住宅に対する不満についての設問がありその
中に平面計画（使い勝手）の悪さを挙げたのh：　144戸中
42戸であった。中でも田の字プラン（タイプ4，6）の
ものについては高率でほぼ半数が平面計画の悪さを指摘
しており，さすがに田の字プランは今日の生活様式にな
じまないことを示している。その他のタイプについては
続き間のパターンと平面計画の悪さの指摘率とに有意な
関係は見られなかった。このデータ及び3童。4章での
分析から推論される「富山で支持されている」平面計画
像としては
　◎所要の独立室を設ける。
　◎その上で仏壇置場のある続き問を設ける。
というあたりに要約されるであろう。この際どのような
独立室を設けるかの優先順位のつけ方に第4章での分析
が役立つものと思われる。
　データとしてではなく個別の住宅として平面形を検討
すれば，続き間を重視するあまり採光，日照，通風等に
おいても続き間が有利な位置に配置され，その結果食事
やだんらんといった日常的な行為がより不利な条件で行
われている例が多すぎるという印象を禁じ得ない。この
ことは部屋の使用頻度の点から見て不合理である。所謂
LDKの公室部分の構成にそいても興味ある分析が可能
と思われるがこれは本論文の対象とするところではな
い。
　家族構成一延床面積一続き問の数についての最大公約
数的な関係を見い出すことができれぽ非常に有用な設計
の指標となると思われるが，今回の調査の場合延床面積
の小さいサンプルが不足していたため手をつけることが
できなかった。ただしタイプ1（続き間なし）の平均世
（55）
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帯人員4．15人，平均床面積135．19m2というのが1つの
目安となる線，つまりこの家族構成に対してこれより延
床面積が広くなれば比較的無理なく続き間を設けること
ができる，を示しているとも考えられる。
　本論文での知見を総合して富山県における続き間つき
住宅のプロトタイプの筆老なりのモデルをLDK＋4室
（図一10），LDK＋5室（図一11）について提示する。
　最後に今回のような調査は多大の労力と費用を要する
ものであり，とても大学の1研究室のよくするところで
はない。この調査に参加の機会を与えられたことに対し
て富山県の関係者の方々又ヒアリングに実測に多大の労
力を払われたことに対し富山県建築士事務所協会の皆様
に深く感謝するものである。
図一10LDK十4室のモデル
図一11LDK十5室のモデル
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